
1 各資格の試験科目、問題数、配点、合格点及び試験時間等							     
（1）無線工学、法規等

資　格 試験科目
問題数

満点 合格点 試験時間1問あたり
の配点 問題形式 1問あたり

の設問数

第一級総合無線通信士
第二級総合無線通信士

無線工学の基礎 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学A 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学B 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

法規 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

地理 4 50 A形式 10 200 120 1時間

英
語

英文和訳 2 20
A形式
又は
B形式

5
40

60（注1）
1時間30分4

和文英訳 3 10 B形式 5 30
英会話 7 5 A形式 1 35 　（注2）

第三級総合無線通信士

無線工学の基礎 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 60 1時間30分
B形式 5

英
語
英文和訳 2 20

A形式
又は
B形式

5
40

40 1時間30分4
和文英訳 3 10 B形式 5 30

第一級海上無線通信士
第二級海上無線通信士

無線工学の基礎 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学A 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学B 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 60 2時間30分
B形式 5

英
語

英文和訳 2 20
A形式
又は
B形式

5
40

60（注1）
1時間30分4

和文英訳 3 10 B形式 5 30
英会話 7 5 A形式 1 35 　（注2）

第三級海上無線通信士

無線工学 15 5
A形式 1

75 45 1時間30分
B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 60 2時間30分
B形式 5

英
語

英文和訳 2 20
A形式
又は
B形式

5
40

60（注1）
1時間30分4

和文英訳 3 10 B形式 5 30
英会話 7 5 A形式 1 35 　（注2）

試験の合格基準等



第一級陸上無線技術士
第二級陸上無線技術士

無線工学の基礎 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学A 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

無線工学B 25 5
A形式 1

125 75 2時間30分
B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 60 2時間
B形式 5

第四級海上無線通信士
無線工学 18 5

A形式 1
90 63 2時間

B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 70 1時間30分
B形式 5

航空無線通信士

無線工学 14 5
A形式 1

70 49 1時間30分
B形式 5

法規 20 5
A形式 1

100 70 1時間30分
B形式 5

英
語

英文和訳 2 20
A形式
又は
B形式

5
40

60（注1）
1時間30分4

和文英訳 3 10 B形式 5 30
英会話 7 5 A形式 1 35 　（注2）

注1	 英会話の得点数が15点未満の場合は、英語の試験を不合格とする。
注2	 試験時間は、出題内容により30分以内の時間とする。
注3	 試験問題は多肢選択式とし、その問題形式別の内訳は次によるものとする。なお、択一式をA形式、補完式又は正誤式をB形式という。
	 （ア）択一式
	 問題に選択肢として3肢から5肢を用意しておき、その中から1の選択肢を回答として選ぶもの。なお、あらかじめ示した3から5の語句の

組み合わせの中から、当てはまる1の選択肢を解答として選ぶものを含むものとする。
	 （イ）補完式
	 問題に複数の空欄を設けておき、解答のための選択肢として、その2倍程度の語句を示しておいて、その中から各空欄について、それぞれ

当てはまる選択肢を解答として選ぶもの。
	 （ウ）正誤式
	 問題の正誤を解答として選ぶもの。



資　格 試験科目
問題数

満点 合格点 試験時間1問あたり
の配点 問題形式

第一級海上特殊無線技士
無線工学 12

5
A形式 60 40

1時間	（注1）
法規 12 A形式 60 40
英会話 5 20 A形式 100 60 	 （注2）

第二級海上特殊無線技士
航空特殊無線技士

無線工学 12
5

A形式 60 40
1時間	（注1）

法規 12 A形式 60 40

第三級海上特殊無線技士
無線工学 10

5
正誤式 50 30

1時間	（注1）
法規 20 正誤式 100 60

レーダー級海上特殊無線技士
無線工学 12

5
A形式 60 40

1時間
法規 12 A形式 60 40

第一級陸上特殊無線技士
無線工学 24

5
A形式 120 75

3時間	（注3）
法規 12 A形式 60 40

第二級陸上特殊無線技士
無線工学 12

5
A形式 60 40

1時間
法規 12 A形式 60 40

第三級陸上特殊無線技士
無線工学 12

5
A形式 60 40

1時間
法規 12 A形式 60 40

国内電信級陸上特殊無線技士 法規 12 5 A形式 60 40 30分

注1	 無線従事者規則第8条の規定により、無線工学の試験を免除される場合における法規の試験時間は、第一級海上特殊無線技士、第二級海上
特殊無線技士及び航空特殊無線技士については30分間、第三級海上特殊無線技士については40分とする

注2	 試験時間は、出題内容により30分以内の時間とする。
注3	 無線従事者規則第8条の規定により、法規の試験を免除されている場合における無線工学の試験時間は、2時間30分とする。

資　格 試験科目
問題数

満点 合格点 試験時間1問あたり
の配点 問題形式 1問あたり

の設問数

第一級アマチュア無線技士
無線工学 30 5

A形式 1
150 105 2時間30分

B形式 5

法規 30 5
A形式 1

150 105 2時間30分
B形式 5

第二級アマチュア無線技士
無線工学 25 5

A形式 1
125 87 2時間

B形式 5

法規 30 5
A形式 1

150 105 2時間30分
B形式 5

第三級アマチュア無線技士
無線工学 14

5
A形式 1 70 45

1時間10分
法規 16 A形式 1 80 55

第四級アマチュア無線技士
無線工学 12

5
A形式 1 60 40

1時間
法規 12 A形式 1 60 40



（2）電気通信術

資　格 試験科目 問題の形式 問題の字数
（注1） 満点 合格点 試験時間

第一級総合無線通信士

モールス電信

送信
和文（注2） 375 100

210
（注4） 各5分欧文暗語（注3） 400 100

欧文普通語（注3） 500 100

受信
和文（注2） 375 100

210
（注4） 各5分欧文暗語（注3） 400 100

欧文普通語（注3） 500 100
直接印刷電信 送信 欧文普通語 250 （注5） 5分

電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

第二級総合無線通信士
モールス電信

送信
和文（注2） 375 100

210
（注4） 各5分欧文暗語（注3） 400 100

欧文普通語（注3） 500 100

受信
和文（注2） 375 100

210
（注4） 各5分欧文暗語（注3） 400 100

欧文普通語（注3） 500 100

電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

第三級総合無線通信士 モールス電信

送信
和文（注2） 210 100

190
（注4） 各3分欧文暗語（注3） 240 100

欧文普通語（注3） 300 100

受信
和文（注2） 210 100

190
（注4） 各3分欧文暗語（注3） 240 100

欧文普通語（注3） 300 100

第一級海上無線通信士
第二級海上無線通信士
第三級海上無線通信士

直接印刷電信 送信 欧文普通語 250 （注5） 5分

電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

航空無線通信士 電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

第一級海上特殊無線技士 電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

航空特殊無線技士 電話
送話 欧文暗語 100 100 80

各2分
受話 欧文暗語 100 100 80

国内電信級陸上特殊無線技士 モールス電信
送信 和文（注2） 225 100 70

各3分
受信 和文（注2） 225 100 70

注1	 試験問題の字数は、次により計算するものとする。
	 モールス電信の問題については、モールス符号1個を、電話の問題については、文字1個をそれぞれ1文字として計算する。この場合、モー

ルス符号又は文字とは、問題として示された文字のほか、次のものを指す。
	 （1）モールス電信
	 	 　ア　試験開始時の「HRHR」の符号を除くすべてのモールス符号
	 	 　イ　電報形式において、本文が60字を超えるときに、60字目ごとの字の次に送信する「・・−−・・」の次に置く約5秒の間隔及び2

通以上にわたるときに、各通間に置く約5秒の間隔は、次の字数に換算する。
	 　　（ア）和文の場合　　　　6字
	 　　（イ）欧文暗語の場合　　7字
	 　　（ウ）欧文普通語の場合　8字
	 （2）電話
	 　「本文」及び「おわり」の語
注2	 和文電報形式による。
注3	 欧文電報形式による。
注4	 3種目のうちに30点未満のものがない場合に限る。
注5	 問題文に従い、200字以上正しく入力された場合は、合格点に達したものとする。
注6	 送信、受信等2以上の種目のある資格にあっては、すべての種目が合格点に達していなければ合格とならない。



2電気通信術（モールス電信及び電話に限る。）の採点
（点数の配分）
（1）	 配点は、各資格ごとに送信（電話の場合は送話、以下同じ。）及び受信（電話の場合は受話。以下同じ。）に区分し、更にこれをモールス

電信については和文、欧文暗語及び欧文普通語、電話については欧文暗語とし、各種目ごとに100を満点とする。

（採点基準）
（2）	 採点は、次の表の基準に従い不良点減点の方法により得点を定めるものとする。ただし、減点すべき点数が100点を超えるときは、100

点とする（得点は0点とする。）。

採点区分 点数

送　
信

誤字、脱字、冗字 1字ごとに	 3点

符号不明りょう又は発音不明りょう 1字ごとに	 1点

未送信 2字までごとに	 1点

訂正 3回までごとに	 1点

品位 	 15点	以内

受　
信

誤字、冗字 1字ごとに	 3点

脱字、書体不明りょう 1字ごとに	 1点

抹消、訂正 3字までごとに	 1点

品位 	 15点	以内


